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交通ネットワークづくりに貢献

鉄道・運輸機構の歩み

整備新幹線や都市鉄道の建設、船舶共有建造など展開

設立周年を迎えられて

国土交通大臣

斉藤　鉄夫

（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１２月１日　（金曜日）

　鉄道建設・運輸施設整備支援機構は、平成年に独立行政法人
として誕生して以来、「明日を担う交通ネットワークづくりへの
貢献」という基本理念のもと、鉄道の建設、内航船舶の建造等を
通じて交通政策の推進に寄与してきました。
　特に鉄道建設については、これまで北海道・東北・北陸・九州
の各整備新幹線をはじめ、神奈川東部方面線などの都市鉄道も含
め、多くの重要路線で着実に建設を担ってきたほか、現在は北海
道新幹線（新函館北斗・札幌間）や北陸新幹線（金沢・敦賀間）
の開業に向けて鋭意建設を進めています。また、内航船舶につい
ては、物流効率化や地域振興等に資する政策効果の高い船舶の建
造支援を行うなど、いずれも我が国の交通基盤の整備に重要な役
割を果たしています。
　一方で、近年は、人口減少・少子高齢化や自然災害の激甚化・
頻発化、ＩＣＴ技術の発展、カーボンニュートラルの実現など、
交通分野を巡る環境も大きく変化しています。このため、今年度
を初年度とする第５期中期目標にも掲げられているとおり、自然
災害で被災した路線の早期復旧に向け鉄道事業者等に技術的支援
を行う「鉄道災害調査隊」の創設や、改正地域交通法に基づく交
通ＤＸ・ＧＸに積極的に取り組む事業者への財政投融資を活用し
た支援など、これまでにない新たな取組も実施しています。
　今後とも、交通分野の政策実施機関として、これまで培ってき
た確かな技術力、豊富な経験、高度な専門知識を最大限に発揮し、
施策の推進に寄与されることを期待しつつ、国土交通省も連携し
て、政策の実効性確保に向け取り組んでまいります。

年３月の開業に向けて試験走行する北陸新幹線。金沢～敦賀間の㎞
（工事区間は白山車両基地～敦賀間㎞）を延伸し、途中、小松、加賀温
泉、芦原温泉、福井、越前たけふの各駅が設置される
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ＪＲＴＴ（鉄道建設・運輸施設整備支援機構）設立周年記念特集

鉄道建設・運輸施設整備支援機構

　理事長　藤田　耕三氏

経済キャスター

曽根　純恵氏
整備新幹線早期開業に尽力

　ＴＯＰＩＣＳ

（８）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　１２月１日　（金曜日）
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道
の

再
生

バ
ス
路
線
網
の
再
編
な
ど
を
支

援
す
る


年
に
は
関
西
高
速
鉄
道
の

な
に
わ
筋
線
整
備
事
業
へ
の
貸
し
付
け

を
実
行
し
た

こ
れ
ま
で
は
地
域
旅
客

輸
送
サ

ビ
ス
や
都
市
鉄
道
お
よ
び
物

流
施
設
の
整
備
を
対
象
に
展
開
し
て
き

た
が

今
後
は
交
通
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ

物

流
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
と
い

た
新
た
な
分
野

も
対
象
に
加
え
る


　
日
本
鉄
道
建
設
公
団
時
代
か
ら
培


て
き
た
技
術
や
経
験
を
活
か
し

全
国

の
鉄
道
ネ

ト
ワ

ク
の
構
築
に
貢
献

し
て
い
る

整
備
新
幹
線
は
１
９
９
７


月
に
北
陸
︵
高
崎

長
野
︶
を
完
成

さ
せ
た
後

２
０
０
２
年

月
に
東
北

︵
盛
岡

八
戸
︶


年
３
月
に
九
州

︵
新
八
代

鹿
児
島
中
央
︶


年


月
に
東
北
︵
八
戸

新
青
森
︶


年

３
月
に
九
州
︵
博
多

新
八
代
︶



年
３
月
に
北
陸
︵
長
野

金
沢
︶



年
３
月
に
北
海
道
︵
新
青
森

新
函
館

北
斗
︶


年
９
月
に
西
九
州
︵
武
雄

温
泉

長
崎
︶
と
完
成
さ
せ
た


年

３
月
に
は
北
陸
︵
金
沢

敦
賀
︶
が
完

成
し

開
業
す
る
予
定
だ


　
都
市
鉄
道
は
み
な
と
み
ら
い
線
︵


年
２
月

横
浜

元
町
・
中
華
街
︶


つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
︵

年
８
月


秋
葉
原

つ
く
ば
︶

仙
台
空
港
線

︵

年
３
月

名
取

仙
台
空
港
︶


神
奈
川
東
部
方
面
線
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通

線
︵

年

月

西
谷

羽
沢
横
浜
国

大
︶

相
鉄
・
東
急
直
通
線
︵

年
３

月

羽
沢
横
浜
国
大

日
吉
︶
な
ど
多

く
の
新
線
整
備
を
手
が
け
た


　
近
年
は

鉄
道
災
害
の
復
旧
支
援
や

海
外
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ

ク
ト
へ
の
参

画
な
ど
に
も
領
域
を
拡
大
す
る

海
外

は

年
９
月
に
海
外
交
通
・
都
市
開
発

事
業
支
援
機
構
︵
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
︶

Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
共
に

﹁
日
本
高
速
鉄
道
電

気
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
﹂
を
設
立

イ

ン
ド
の
高
速
鉄
道
建
設
を
支
援
す
る


災
害
対
応
で
は


年
４
月
に
﹁
鉄
道

災
害
調
査
隊
﹂
を
創
設
し
た




ＪＲＴＴ（鉄道建設・運輸施設整備支援機構）設立周年記念特集

ＴＯＰＩＣＳ　

（９） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１２月１日　（金曜日）

横浜市中区の鉄道・運輸機構本社で

設立から年

西九州新幹線開業式典

災
害
復
旧
支
援
や
地
域
振
興
も

鉄道網充実で
国際競争力向上へ

梅田駅（北）

建設ＤＸビジョン インタビューを受ける藤田理事長㊨

　


自
然
災
害
の
発
生
が
増
え

鉄
道
整

備
の
技
術
者
集
団
と
し
て
の
役
割
も
増
え
て

い
ま
す


　
﹁
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
三
陸
鉄
道

は

元
々
鉄
道
公
団
が
整
備
を
担

た
路
線

で

復
旧
も
手
が
け
る
こ
と
に
な

た



年
４
月
に
全
線
で
運
転
を
再
開
し
た
が



年
の
東
日
本
台
風
で
再
び
被
災
し

そ
の
復

旧
に
も
携
わ

た

ま
た


年
の
熊
本
地

震
で
不
通
に
な

た
南
阿
蘇
鉄
道
の
復
旧
を

行
う
な
ど

地
方
鉄
道
の
災
害
復
旧
を
支
援

し
て
き
た

自
然
災
害
の
発
生
頻
度
が
高
ま

る
一
方
で

地
方
鉄
道
は
経
営
状
況
の
悪
化

か
ら
施
設
の
老
朽
化
が
進
み

更
新
に
手
が

回
ら
な
い
状
況
に
あ
る

鉄
道
・
運
輸
機
構

は
約
１
２
０
０
人
の
技
術
者
集
団
を
抱
え


ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
の
建
設

軌
道
の
敷
設


電
気
や
機
械
設
備
の
設
置
な
ど
鉄
道
建
設
で

培

た
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
力
が
豊
富
に
あ
り


災
害
復
旧
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
﹂

　
﹁
今
年
４
月
に

自
然
災
害
で
被
災
し
た

鉄
道
施
設
の
早
期
復
旧
を
支
援
す
る
﹃
鉄
道

災
害
調
査
隊
﹄
を
発
足
し
た

既
に

大
井

川
鉄
道
︵
６
月

静
岡
県
︶

小
湊
鉄
道

︵
９
月

千
葉
県
︶
な
ど
に
技
術
者
を
派
遣

し
て
い
る

６
月
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
災

害
対
策
基
本
法
に
お
け
る
指
定
公
共
機
関
の

指
定
を
受
け
て
い
る

近
年

全
国
各
地
で

自
然
災
害
が
頻
発
し

甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
る

被
災
後
の
早
期
復
旧
は
地
域
住

民
の
切
実
な
願
い
で
あ
り

社
会
的
ニ

ズ

の
高
い
取
り
組
み
だ
と
認
識
し
て
い
る
﹂

　


政
府
は
官
民
一
体
で
イ
ン
フ
ラ
輸
出

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

海
外
展
開
の
可
能

性
は
い
か
が
で
す
か


　
﹁
１
９
６
４
年
の
開
通
以
後

新
幹
線
は

安
定
的
に
安
全
な
高
速
輸
送
手
段
と
し
て


わ
が
国
が
世
界
に
誇
れ
る
鉄
道
だ

そ
の
技

術
は
輸
出
相
手
国
の
発
展
に
も
寄
与
し

わ

が
国
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ン
ス
の
拡
大

に
つ
な
が

て
い
る

海
外
社
会
資
本
事
業

へ
の
我
が
国
事
業
者
の
参
入
の
促
進
に
関
す

る
法
律
︵
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
法
︶
が

年

に
施
行
さ
れ
た
こ
と
で

さ
ら
な
る
輸
出
拡

大
が
期
待
さ
れ
て
い
る

イ
ン
ド
の
ム
ン
バ

イ
・
ア

メ
ダ
バ

ド
間
で
進
ん
で
い
る
高

速
鉄
道
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
は
日
本
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
を
中
心
と
し
た
コ
ン
ソ

シ
ア
ム

︵
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
︶
が
実
施
す
る
詳
細
設
計
に
係

る
技
術
支
援
の
ほ
か

軌
道
工
事
に
関
す
る

人
材
育
成
の
技
術
協
力
な
ど
を
行

て
き

た

電
気
通
信
シ
ス
テ
ム
分
野
で
は

工
事

を
発
注
す
る
イ
ン
ド
の
公
的
機
関
︵
Ｎ
Ｈ
Ｓ

Ｒ
Ｃ
Ｌ
︶
の
代
理
・
代
行
業
務
を
行
う
法
人

を

海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機
構

︵
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
︶
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
共
同

出
資
し
て
設
立
し
た

高
速
鉄
道
は
参
入
ハ


ド
ル
の
高
い
案
件
が
多
い
が

こ
れ
以
外

の
案
件
で
も

わ
が
国
事
業
者
が
参
入
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
た
い
﹂

　


本
年
度
か
ら
第
５
期
中
期
計
画
が
ス

タ

ト
し
ま
し
た


　
﹁
第
５
期
中
期
計
画
は

▽
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
見
直
し
▽
運
輸
・
交
通
分
野
を
取
り
巻

く
課
題
へ
の
対
応
▽
カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ

ル
︵
Ｃ
Ｎ
︶
へ
の
取
り
組
み

と
い
う
三
つ

の
柱
が
あ
る

こ
れ
を
鉄
道
分
野
で
見
て
い

く
と
建
設
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応


人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
の
交
通
・
物
流

の
あ
り
方

建
設
業
の
担
い
手
不
足
対
応
や

施
設
の
老
朽
化
な
ど

社
会
経
済
環
境
の
変

化
を
的
確
に
捉
え

課
題
に
適
切
に
対
応
す

る

Ｃ
Ｎ
に
対
応
す
る
た
め

グ
リ

ン
ト

ラ
ン
ス
フ


メ

シ

ン
︵
Ｇ
Ｘ
︶
を
進

め
る

設
立

周
年
を
機
に

こ
れ
か
ら
の


年
を
担
う
若
手
・
中
堅
職
員
が
中
心
に
な


て﹃
建
設
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ

ン
﹄を
作
成
し
た


建
設
業
界
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

実
際

の
現
場
へ
の
活
用
を
進
め
た
い
﹂

　
﹁
整
備
新
幹
線
は

来
年
３
月
の
北
陸
新

幹
線
敦
賀
延
伸
を
控
え

試
験
運
転
を
行


て
い
る

そ
の
先
の
敦
賀
・
新
大
阪
間
の
認

可
・
着
工
が
ど
う
な
る
の
か

注
視
し
て
い

る

環
境
影
響
評
価
を
し
な
が
ら

な
る
べ

く
円
滑
な
施
工
が
で
き
る
仕
組
み
作
り
を
進

め
て
い
る

北
海
道
新
幹
線
は
全
長
２
１
２


の
う
ち

ト
ン
ネ
ル
区
間
が
約
８
割
を
占

め
て
い
る

掘
削
工
事
の
７
割
が
終
了
し
て

お
り

今
後
は
高
架
橋
や
橋
梁
な
ど
ト
ン
ネ

ル
以
外
の
工
事
の
発
注
が
本
格
化
す
る

一

方
で

有
識
者
会
議
が
取
り
ま
と
め
た
報
告

書
に
お
い
て

一
部
の
工
区
で
生
じ
て
い
る

工
事
の
遅
れ
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
言
及

が
あ

た

札
幌
駅
で
は
当
機
構
初
の
ア


リ

・
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ

ン
ト︵
Ｅ
Ｃ
Ｉ
︶方
式
を
取
り
入
れ
る
な
ど


契
約
段
階
か
ら
さ
ま
ざ
ま
工
夫
を
凝
ら
し
て

早
期
開
業
に
力
を
尽
く
し
た
い
﹂


セブンアイランド結

鉄
道
助
成

　
全
国
各
地
の
鉄
道
路
線
の
施
設
整
備

に
対
す
る
補
助
業
務
を
確
実
に
行
い


交
通
イ
ン
フ
ラ
ネ

ト
ワ

ク
の
機
能

拡
充
・
強
化
に
貢
献
し
て
い
る

都
市

鉄
道
利
便
増
進
事
業
費
や

地
下
高
速

鉄
道
整
備
事
業
費

幹
線
鉄
道
等
活
性

化
事
業
費
な
ど
を
補
助
す
る
メ
ニ



が
あ
る

ま
た

老
朽
化
や
自
然
災
害

な
ど
に
よ
る
鉄
道
施
設
へ
の
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
安
全
対
策
事
業
や


踏
切
道
に
お
け
る
事
故
防
止
・
道
路
交

通
の
円
滑
化
に
役
立
つ
踏
切
保
安
設
備

の
整
備
な
ど
を
助
成
し
て
い
る


国
鉄
清
算
事
業

船
舶
共
有
建
造

　
２
０
１
２
年
に
武
蔵
野
操
車
場
跡
地

︵
埼
玉
県
三
郷
市

吉
川
市
︶


年

に
長
町
駅
︵
仙
台
市
︶


年
に
梅
田

駅

北

地
区
︵
大
阪
市
︶
の
土
地
引

き
渡
し
が
完
了
し

旧
国
鉄
か
ら
承
継

し
た
す
べ
て
の
土
地
︵
９
２
３
８

︶

の
処
分
が
終
了
し
た


　

年
Ｊ
Ｒ
西
日
本

年
Ｊ
Ｒ
東
海



年
Ｊ
Ｒ
九
州
の
３
社
の
株
式
を
売
却

し

各
社
の
完
全
民
営
化
が
達
成
さ
れ

た

引
き
続
き

Ｊ
Ｒ
北
海
道

Ｊ
Ｒ

四
国

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
３
社
の
経
営
自
立

に
向
け
た
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も

に

株
式
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く


　
国
内
旅
客
船
お
よ
び
内
航
貨
物
船
の

建
造
を

共
有
建
造
業
務
と
し
て
低
利

・
長
期
資
金
で
支
援
し
て
い
る

事
業

者
と
費
用
を
分
担
し
て
造
船
所
に
共
同

発
注
し

完
成
し
た
船
舶
は
一
定
期
間

共
有
す
る

中
小
の
船
舶
事
業
者
の
経

営
を
下
支
え
す
る
と
と
も
に

離
島
航

路
な
ど
の
交
通
確
保
に
貢
献
し
て
い

る


　
機
構
設
立
後
だ
け
で
も
約
５
０
０

隻

累
計
で
は
４
０
０
０
隻
を
超
え
る

内
航
船
を
建
造

２
０
２
１
年
５
月
に

は


年
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ

ト
で
使

用
さ
れ
た
国
内
ク
ル

ズ
船
﹁
Ｓ
Ｅ
Ａ

　
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
﹂
が
シ

プ
・
オ
ブ
・

ザ
・
イ
ヤ

２
０
２
０
小
型
客
船
部
門

賞
を
受
賞
す
る
な
ど

技
術
的
・
芸
術

的
・
社
会
的
に
優
れ
た
船
舶
を
供
給
し

て
き
た

今
後
も
資
金
・
技
術
の
両
面

か
ら
国
内
海
運
事
業
者
を
支
援
し

Ｃ

Ｏ

排
出
削
減
や

船
員
労
働
環
境
の

改
善
に
資
す
る
船
舶
な
ど

政
策
効
果

の
高
い
船
舶
建
造
に
取
り
組
む




倶知安駅高架橋　ＪＲＴＴ（鉄道建設・運輸施設整備支援機構）設立周年記念特集

現場を支える若手スタッフ

目に見える工事進捗に
　　　　　　やりがい

技術員　岩澤　祥太氏
（堀口組・入社３年目）

働きやすい　　　　　
　　環境づくりに配慮

技術員　樋口志那氏
（植木組・入社４年目）

土木の基礎を　　　　
　　一から学べる現場
監理技術者　布目　拓大氏

（西松建設・入社７年目）

札
幌
へ
　

工
事
進
む
北
海
道
新
幹
線

鉄道建設・運輸施設
整備支援機構　　　

北海道新幹線建設局　　
倶知安鉄道建設所　所長

古屋　元規氏

環境保全と事故防止に最大限配慮

ＪＲ在来線、民家に配慮し基礎工事進捗

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　１２月１日　（金曜日）

　北海道新幹線、このような大規模で注目されている工
事に携われる事は技術者として、確実にキャリアアップ
のできる現場だと思います。技術者として、工事が進む
形が目に見えて分かるこの仕事にやりがいを感じていま
す。また、当現場では３次元計測機（クイック３Ｄ）で
土量の測定をしています。新しい技術が増え、未来化が
進んでいます。当現場を通じて、これからの若い人たち
に興味を持ってもらい、土木工事に携わりたいと思って
くれたらいいなと思います。

　私はこれまで河川の仕事に携わることが多く構造物の
経験が少ないため不安もありますが、当現場は多岐にわ
たる工種の経験ができるため自分の成長を望めると感じ
ております。私の経験上、働くうえで現場の雰囲気や環
境の良し悪しは非常に重要であると感じており、当現場
においても働きやすい環境となるよう作業員の方々の要
望に耳を傾けて、良いものは積極的に取り入れておりま
す。今後も誰もが不自由なく安全に働ける現場環境の構
築を目指し、日々取り組んでいきます。

　新幹線倶知安駅は各方面で今後を大きく期待されてい
る重要な駅の一つです。本工事は施工延長約３㎞と長く、
かつ豪雪地帯であり、自然環境に大きく左右される工事
です。技術的にはヤードの造成から躯体の構築まで、土
木の基礎を一から学ぶことが可能です。建設技能従事者
が減少している昨今、この工事経験が大きなキャリアア
ップにつながると思います。また、技術者の底上げが業
界全体でなされる中で、私たち若手技術者の役割が非常
に大きくなっているように感じます。
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ＪＲＴＴ（鉄道建設・運輸施設整備支援機構）設立周年記念特集　札樽トンネル

桑園工区　大成・伊藤・札建・豊松吉特定ＪＶ 星置工区　鹿島・岩田地崎・荒井・森川特定ＪＶ

札幌工区　大林・東亜・大本・みらい・丸彦渡辺特定ＪＶ 銭函工区　岩田地崎・荒井・森川・道興特定ＪＶ

石倉工区　大林・岩倉・菱中・福津特定ＪＶ富丘工区　飛島・梅林・松谷・高橋特定ＪＶ

山岳トンネルと都市トンネルの技術を駆使
鉄道建設・運輸施設
整備支援機構　　　
北海道新幹線建設局
札幌工事部　部長　　
須澤　浩之氏

（１１） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１２月１日　（金曜日）
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生井　康丈所長

　当工区は北海道新幹線工事の最も札幌駅寄りの工
区であり、地下から地上に上り、札幌駅で高架とな
る構造が変化する区間です。地下にトンネル躯体を
構築する開削トンネル区間、地中から地上へ上がっ
てくる掘割式ボックスカルバート区間、地上を通る
盛土区間、高架橋構造となる札幌ＢＬ区間があり、
全長約．㎞の工事となります。
　土留め壁に本体利用が可能な鋼製地中連続壁（工
法Ⅱ）を採用し、水平多軸掘削機で掘削する工事に
なります。現地調査の結果、工事場所において砂礫
層の中に巨礫が含まれていることが判明しました。
土質条件に加え既設高架橋下部という工事制約があ
り、総合的に施工方法を検討した結果、水平多軸掘
削機で巨礫を含む砂礫層を直接掘削しながら懸垂型
掘削機を併用して巨礫を取り除く工法を考案しまし
た。
　水平多軸掘削機で巨礫を直接掘削することは過去

に実績がありません。工法として初の試みとなり、
掘削方法や掘削液比重を試行錯誤し、現在は順調に
進んでいます。
　都市部での工事ですので、近隣の皆様にご迷惑を
かけないようコミュニケーションを図り、列車の安
全運行も確保しながら、安全第一で工事を進めてい
きたいと考えております。

渡辺　尚洋所長

　当工区は、札樽トンネル全６工区のうち新函館北
斗方から３番目の工区で、斜坑ｍと本坑ｍ
の掘削、並びに手稲山口受入地の造成工事、トンネ
ル発生土の受け入れを行う工事です。トンネル掘削
には、山岳トンネル工法による発破掘削方式、補助
ベンチ付全断面掘削工法を採用しており、掘削土は
ベルトコンベアにより坑外への搬出を計画していま
す。
　施工に当たっては、ＩＣＴの積極的な活用に取り
組んでいます。トンネル穿孔作業では、全自動ドリ
ルジャンボによる自動穿孔技術を導入することで、
高速かつ正確な掘削作業を実現しています。また、
手稲山口受入地の造成工事では、３次元データを基
にＩＣＴ施工を行い、外周土堰堤などの構築を丁張
なしで作業するなど、生産性向上に努めています。
　安全面では、重機接触災害防止のため、トンネル
油圧ショベルにバックモニタ・接近警報装置を設置

しています。この装置は、人の油圧ショベル周辺へ
の立ち入りを確実に検知し運転手に警告、最接近時
は重機を自動停止するシステムです。油圧ショベル
全車で使用することで安全性向上に努めています。
　今後もトンネル進捗の向上と現場の生産性向上に
より早期完成を目指し、安全・環境・品質・地域と
のコミュニケーションに留意して工事を進める所存
でございます。

辻　忠彦所長

　当工区では、市街地に設置した発進立坑を出発点
に、小樽方向に．ｍ、札幌方向に．ｍの２
本の大断面シールドトンネルを泥土圧式シールド工
法で建設します。最初のシールド機で小樽方向の掘
削を完了し、同じ立坑から２台目のシールド機で札
幌方向を掘り進める予定です。小樽方向は住宅地の
地下を掘削し、中の川（二級河川）や国道５号直下
を横断しました。今後、隣接する富丘工区からＮＡ
ＴＭで接続する計画です。札幌方向は桑園工区で構
築した到達立坑まで掘進する計画です。
　今回のシールド工法は、大断面（直径．ｍ）
と大深度（最大．ｍ）が特徴であり、札幌方向は
長距離を掘り進めます。ＪＲ函館本線や札樽自動車
道、国道５号、河川などとの近接施工もありますが、
「シールドトンネル工事の安全・安心な施工に関す
るガイドライン」等に基づく施工管理に加えて、同
時掘進システムやチャンバー内土砂流動管理技術、

ロングライフビットなどの最新のシールド技術を使
い、安定した掘削を行います。
　工事は約４年半前に開始され、順調に進んでおり、
現在は札幌方向のシールド機の組み立て作業を進め
ています。
　私たちは高品質なトンネルを築造すると同時に、
近隣の方々への影響を最小限に抑えるために細心の
注意を払っています。北海道新幹線（新函館北斗・
札幌間）の開業を実現するため、安全と環境の保全
を第一に全力で取り組んでまいります。

貝澤　寿泰所長

　当工区は、札樽トンネルのうち、新函館北斗方か
ら２番目の工区で、ｋｍ～ｋｍの本坑
．ｍと本坑までの斜坑．ｍのＮＡＴＭによ
るトンネル工事であり、斜坑坑口は、小樽市桂岡町
に位置しています。
　この地域には水道施設の銭函浄水場があり、現場
近くの銭函川の斜坑坑口および仮設備ヤードの上流
に取水口があるので、この施設に工事の影響がない
ように配慮して仮設備の配置などを行いました。ま
た、国道から施工場所までは桂岡町の住宅街を通行
することになり、通行ルートが地域住民の皆様の幹
線道路になっています。このため特に冬期は雪のた
め道幅が狭くなって通行に支障が出ないよう、除雪
および排雪を小樽市と協力して行い、安全な通行が
できるよう努めています。
　当工事の特徴として、軌道を搬入するポールト
レーラーを入れるために斜坑軌道を搬入を分岐し本

坑への交点部を２カ所設けています。
　施工の進捗状況は、斜坑の掘削が完了し、本坑は
上半掘削で．ｍまで、インバートコンクリート
は．ｍまでの施工が完了しています。
　今後はしゅん工に向けて、発注者および小樽市な
どと協議し指示などをいただきながら、地域住民の
皆様になるべくご迷惑をお掛けすることのないよう
に、また、安全に作業を進めていく所存です。

田湯　正孝所長

　当工区は、札樽トンネルの小樽方坑口部から約
ｍの山岳トンネルと路盤工ｍを担当しています。
地質は凝灰角礫岩やハイアロクラスタイトが主で、
激しく熱水変質を受けた部分が介在しています。発
注当初は機械掘削でしたたが、ＴＤｍ付近で非
常に硬質な地山に遭遇し、発破掘削に変更していま
す。
　トンネル坑口周辺には老人ホームやマンション、
民家が点在しており、発破開始に当たっては振動騒
音のモニタリングと地元住民へのヒアリングを行
い、対策を講じながら進めています。月中旬でト
ンネル掘削はｍ（進捗率％）、インバートは
ｍ（％）を完了し、覆工は来年度着手の見込
みです。
　土被りｍを超えトンネル内空変位も顕著にな
ってきており、変位状況を遅滞なく把握するため、鋼
製支保工を毎基計測し、タイムリーな補強やパター

ンの変更を提案しています。また湧水も多いため排
水系統の充実を図るとともに、いつでも水抜きボー
リングができる体制を整えています。
　狭い坑口ヤードの上、今後始まる隣接橋梁工事や
変電所工事などとの施工調整が頻繁に発生し、施工
条件もますます煩雑になると予想されます。これま
で通り発注者や地元住民と円滑なコミュニケーショ
ンを維持し、培ってきた安全意識と実行力で無事故
無災害での竣工を目指します。

寺島　佳宏所長

　当工区は、斜坑ｍ、本坑ｍ（新函館北斗
方ｍ、札幌方ｍ）の札樽トンネルで最も札
幌寄りのＮＡＴＭ工区であり、札幌側ではシールド
工区と接続するトンネルです。
　現在は本坑掘削に着手していますが、当初計画よ
り施工に遅延が生じており、工期短縮の検討を進め、
本年４月下旬より１方向だった掘削を、新函館北斗
・札幌方の２方向同時掘削とし、工期短縮を図って
います。今後は、インバートコンクリートや覆工コ
ンクリートの施工でも、２方向同時施工を実施し、
更なる工程短縮を図る予定です。
　高速道路直下を掘削する区間では、ＧＮＳＳによ
るリアルタイム高精度計測を導入し、掘削に伴う変
状を監視します。またシールド工区との接合は、民
家直下での施工となることから、施工時・完成後と
もに構造上の弱点とならないよう、ＢＩＭ／ＣＩＭ
を活用した３Ｄモデル等で高精度な施工シミュレー

ションを行い、安全に施工を進めてまいります。
　仮設ヤード周辺では、着工時より積極的に住民の
皆様と対話を重ねてまいりました。近隣住民への配
慮を含めた、第三者災害防止と開業目標に向けた工
程短縮を両立させ、安全に完成を目指してまいりま
す。
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